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【適格クライアント層】

【傾向と得意分野】

▶▶▶ Profile

▶▶▶ 企業データ

　
「
後
継
社
長
に
正
し
い
こ
と
を
言
え
ば
行
動
が
変
わ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
に
響
く
納
得
性
の
あ

る
論
理
が
必
須
な
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
大
島
康
義
氏
だ
。
事
業
承
継
問
題

を
知
り
尽
く
す
、
後
継
社
長
支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

の
達
人
で
あ
る
。
親
子
の
確
執
で
進
ま
な
か
っ
た
事
業

承
継
が
円
滑
に
進
み
、
理
念
と
事
業
の
骨
格
が
定
ま
り
、

短
期
間
で
過
去
最
高
益
を
叩
き
出
す
よ
う
に
な
っ
た
製

造
業
な
ど
、
幾
多
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
成
功
に
導
く
。

な
ぜ
、
彼
の
手
に
か
か
る
と
後
継
社
長
が
抱
え
て
い
る

悩
み
が
解
消
さ
れ
、本
来
あ
る
べ
き
姿
に
近
づ
く
の
か
？ 

　
「
世
間
一
般
の
常
識
論
と
も
い
う
べ
き
固
定
観
念
が

後
継
社
長
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
は
、

そ
の
常
識
論
に
は
弊
害
を
も
た
ら
す
も
の
が
多
く
、
無

意
識
領
域
で
後
継
社
長
の
活
躍
を
阻
害
し
て
い
ま
す
。

天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
と
認
識
が
１
８
０
度
変
わ
っ
た

よ
う
に
、
後
継
社
長
が
、
間
違
っ
た
常
識
論
か
ら
脱
却

し
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
果
た
す
と
、
そ
の
人
本

来
の
実
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

哲
学
的
思
考
に
よ
る
「
想
い
」
と
「
考
え
」
の
言
語
化

に
よ
っ
て
、
後
継
社
長
に
ぶ
れ
な
い
軸
が
確
立
さ
れ
、

周
囲
に
圧
倒
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
の
で
す
」

　

こ
う
断
言
す
る
大
島
氏
は
、
阪
神
大
震
災
の
被
災
、

１
０
０
億
円
の
負
債
、
親
子
同
族
問
題
、
社
内
問
題
と

格
闘
し
た
、
自
身
の
10
年
の
究
極
の
後
継
者
体
験
と
、

15
年
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
践
と
研
究
か
ら
生
み

出
し
た
独
自
の
仕
法
に
よ
っ
て
、
後
継
社
長
の
潜
在
能

力
を
引
き
出
す
こ
と
に
全
身
全
霊
を
傾
け
て
い
る
。

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
と
、
哲
学
的
思
考
に
よ
り

後
継
社
長
の
活
躍
と
オ
ー
ナ
ー
企
業
の
飛
躍
を
実
現

●事業承継を成功させ、更なる発展を目指す企業

●後継者を「任せて安心な」事業家にしたい先代社長

●会社を自分の力で動かし、実績を上げたい後継社長

　300社以上の実績を誇る事業承継・
後継社長支援コンサルティングの第一
人者。後継社長として 100 億円の負
債と格闘した実体験を持つ異色のコン
サルタントである。自身の 10年の究
極の後継者体験と15年の豊富な支援
経験から、事業承継・後継社長成功の
法則・道筋を、コペルニクス的転回が
織り込まれた【憧れに向かう事業家へ
の変革スキーム】として確立。経営者
に貢献できる真の専門家の養成も行う。

　哲学的思考と実績に裏打ちされた体
系的独自コンサルティングを優秀な連
携専門家とともに提供する。幾多の事
業承継・後継社長の経営を成功に導く
業界のパイオニア的存在である。

大阪府大阪市浪速区湊町 1-2-17-3102
TEL 06-6649-6613
http://www.k-bc.co.jp/

短期的◀◀◀ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ▶▶▶長期的

全社的◀◀◀ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ▶▶▶社長・専門的

業界的◀◀◀ ☆ ☆ ☆ ☆ ★ ▶▶▶手法的

後継社長支援コンサルタント

事業承継支援コンサルタント

●

株式会社後継者ＢＣ研究所
代表取締役

大島 康義
Yasuyoshi Oshima
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後
継
社
長
の
活
躍
を
阻
害
す
る
常
識
論

　

大
島
氏
は
、
後
継
社
長
の
活
躍
を
阻
害
す
る
常
識
論

の
筆
頭
と
し
て
、「
職
業
名
」
に
つ
い
て
の
常
識
論
の
弊

害
を
指
摘
す
る
。

　

世
間
一
般
の
常
識
論
で
は
、
後
継
社
長
の
職
業
名
は

【
経
営
者
】
で
す
。
実
は
そ
の
常
識
論
に
よ
っ
て
、
後
継

社
長
は
萎
縮
し
、
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
な
く
な
る
の

で
す
。
で
は
、
後
継
社
長
が
目
指
す
べ
き
職
業
名
と
は

何
か
？　

そ
れ
は
ず
ば
り
、【
事
業
家
】
で
す
。「
組
織

の
経
営
責
任
を
担
う
人
」
と
い
う
意
味
の
【
経
営
者
】

と
は
異
な
り
、【
事
業
家
】
と
は
、「
事
業
を
企
て
、
そ

の
事
業
を
行
う
人
」
で
す
。

　
【
経
営
者
】
と
い
う
言
葉
に
縛
ら
れ
る
と
、「
組
織
の

経
営
責
任
を
担
う
人
」
で
す
か
ら
、「
し
っ
か
り
責
任
を

果
た
し
て
、
会
社
を
潰
す
な
よ
」
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
で
後
継
社
長
は
萎
縮
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

し
か
し
、【
事
業
家
】
を
目
指
す
と
な
る
と
、「
事
業

を
企
て
、
そ
の
事
業
を
行
う
人
」
で
す
か
ら
、
後
継
社

長
は
、
先
代
と
社
員
の
築
い
て
き
た
基
盤
を
活
か
し
た

上
で
、
顧
客
に
喜
ば
れ
、
利
益
が
上
が
り
、
社
会
に
貢

献
で
き
、
自
分
が
本
当
に
し
た
い
事
業
を
、
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
か
ら
す
べ
て
自
分
で
企
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

創
業
者
が
、
信
念
と
突
き
進
む
原
動
力
を
持
っ
て
い

る
の
は
、
自
ら
の
事
業
を
企
て
る
【
事
業
家
】
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
か
ら
で
す
。
創
業
者
に
備
わ
っ
て
い
る
、

こ
の
信
念
と
原
動
力
を
後
継
社
長
が
身
に
つ
け
る
た
め

に
は
、【
経
営
者
】
と
い
う
常
識
論
を
打
破
し
、【
事
業
家
】

を
目
指
す
こ
と
が
必
須
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
事
業
承
継
そ
の
も
の
の
常
識
論
も
、
後
継
社

長
の
活
躍
を
阻
害
し
て
い
る
と
い
う
。

　
【
事
業
承
継
＝
相
続
】
と
い
う
世
間
一
般
の
常
識
論
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
常
識
論
で
は
、
後
継
者
は
基
本
的
に

待
ち
の
姿
勢
に
な
り
、
や
る
べ
き
こ
と
が
ぼ
や
け
て
し

ま
い
ま
す
。
で
は
、
本
来
、
事
業
承
継
と
は
何
な
の
か
？　

大島氏を知る３つのキーワード

後継社長は、上から目線で「正しいこと」を押しつけても、落ち込むか、反発するだけ。
本音を引き出し、すべて受け入れた上で、人生と経営の高い視点を提供することで、
道理を納得して受け入れ、真のリーダーとしての行動が取れるようになる。

自ら格闘した負債

100億円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大島氏は、自らが後継者として年商の
4倍の100億円の負債と格闘した経験を
持ち、弊害をもたらす常識論を嫌う。

経営現場に疎い専門家とは
一線を画す存在だ。

15年間の指導実績

300社以上
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

15年間の事業承継研修で影響を与えた
  企業は3,000社以上。

事業承継コンサルティングで
経営を成功に導いた企業は
  300社を超える。

養成した専門家

100人以上
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大島氏の理論と仕法に共感し、学んだ
専門家（会計士、税理士、司法書士、

弁護士等）は100人以上。
大島氏は、優秀な彼らと連携して

事業承継支援を
力強く進める。

大島氏の視点

大島氏を
知る
3つの

キーワード
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持
ち
に
な
る
。
会
社
の
悪
い
部
分
を
つ
つ
く
こ
と
は
な

く
な
り
、
強
み
を
認
識
し
、
強
み
を
活
か
す
戦
略
を
考

え
出
す
。
無
意
識
に
社
員
を
敵
に
し
て
し
ま
う
言
動
は

鳴
り
を
潜
め
、
周
囲
に
味
方
を
つ
く
っ
て
い
く
。
し
っ

く
り
こ
な
か
っ
た
社
長
業
と
い
う
も
の
が
、
自
分
自
身

の
本
職
に
な
る
。
面
白
さ
を
感
じ
な
か
っ
た
会
社
経
営

が
面
白
く
な
る
。

　

彼
ら
に
は
も
と
も
と
潜
在
能
力
が
あ
る
の
で
す
。
現

経
営
者
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
引
き
継
い
で
い
る
わ
け
で
す
か

ら
。
間
違
っ
た
常
識
論
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
か
ら
力
を

発
揮
で
き
な
い
だ
け
で
、
本
来
の
姿
や
実
務
の
要
諦
が

分
か
る
と
結
果
を
出
す
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。

　

と
語
る
一
方
、

　

後
継
社
長
が
ぶ
れ
な
い
軸
を
確
立
し
、
周
囲
に
明
確

な
意
思
を
表
明
し
て
協
力
を
得
る
の
が
、
そ
ん
な
に
簡

単
で
は
な
い
と
い
う
問
題
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

と
述
懐
す
る
よ
う
に
、
大
島
氏
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
体
系
と
手
法
を
簡
単
に
確
立
で
き
た
わ
け
で
は
な

い
。
10
年
以
上
の
試
行
錯
誤
の
格
闘
の
末
に
、【
超
友
好

的
な
乗
っ
取
り
の
仕
法
】
と
【
抽
象
的
思
考
力
鍛
錬
の

仕
法
】
を
掛
け
合
わ
せ
た
【
憧
れ
に
向
か
う
事
業
家
へ

の
変
革
】
と
い
う
独
自
手
法
を
確
立
し
た
。

　

後
継
社
長
が
真
に
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
常
識
論
か

ら
の
脱
却
だ
け
で
は
足
り
ず
、
そ
の
上
で
肝
に
な
る
の

が
、【
言
語
化
能
力
を
含
め
た
抽
象
的
思
考
力
（
哲
学
的

思
考
力
）】
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
鍛
錬

の
体
系
と
手
法
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
、
後
継
社
長
が
ぶ
れ
な
い
軸
を
確
立
し
、
周
囲
に
圧

倒
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
と
い
う
難
題
を
解
決
し
、
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

大
島
氏
自
身
も
進
化
し
な
が
ら
、
オ
ー
ナ
ー
企
業
と

後
継
社
長
の
進
化
を
力
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

そ
れ
は
ズ
バ
リ
、【
事
業
承
継
＝
超
友
好
的
な
Ｍ
＆
Ａ

（
乗
っ
取
り
）】
で
す
。
そ
れ
で
こ
そ
、
や
る
べ
き
こ
と

が
明
確
に
な
り
ま
す
。

　

会
社
を
Ｍ
＆
Ａ
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
会
社
を

徹
底
的
に
調
べ
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば

企
業
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
事
前
に
検
討

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
株
式
を
買
い
取
る
段
取
り

も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
周
囲
か
ら
乗
っ
取
り

手
と
し
て
認
め
ら
れ
る
言
動
を
す
る
こ
と
も
必
須
に
な

っ
て
き
ま
す
。

　

現
経
営
者
で
は
な
く
、
後
継
者
自
身
が
主
体
と
な
っ

て
考
え
て
動
く
の
が
本
来
の
事
業
承
継
な
の
で
す
。【
成

功
す
る
後
継
社
長
へ
の
道
】
は
【
超
友
好
的
な
乗
っ
取

り
】
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

　

そ
の
他
、
事
業
へ
の
打
ち
手
、
企
業
理
念
の
構
築
と

浸
透
、
社
員
へ
の
接
し
方
、
立
ち
居
振
る
舞
い
に
至
る

ま
で
、
間
違
っ
た
常
識
論
が
後
継
社
長
の
活
躍
を
阻
ん

で
い
る
と
い
う
。

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
と

哲
学
的
思
考
に
よ
る
後
継
社
長
の
活
躍

　

本
音
を
引
き
出
し
、
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
大
島
氏

に
よ
っ
て
常
識
論
か
ら
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
果
た

し
た
後
継
社
長
は
、
ま
さ
に
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
な

る
。
先
代
経
営
者
の
こ
と
を
批
判
し
て
い
た
姿
勢
は
解

消
し
、
徐
々
に
先
代
の
恩
を
感
じ
、
恩
に
報
い
た
い
心
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社長交代直後で、今後の方向性が見えない造作家具製作K社
後継社長が「憧れに向かう事業家」へと変革を遂げ、業績向上

　社長交代直後の創業58年の造作家具製作K社。先代社長の婿である後継社長は、今後の方
向性が見えず、やる気も出ず、いつ辞職してもおかしくない状態であった。そこで、本音を引
き出し、すべてを受け入れた上で、常識論の弊害を指導したところ、「後継社長の職業は経営者」
という常識論が、自分のやる気を無くさせていることに、後継社長は気づいた。「後継社長が
目指すべき職業は事業家」というコペルニクス的転回を促し、哲学的思考を重ねると、安価で
加工しやすく温かい風合いの「木」の価値、既製品ではない「造作=大工仕事」の価値、そし
て市場の真のニーズが浮き彫りになった。木と造作を掛け合わせた木工造作でオフィス環境に
革命をもたらすことこそ、自らの憧れであるとの信念を持つに至った後継社長は【経営者】か
ら【憧れに向かう事業家】へと変革を遂げた。当然、業績も向上し、本気で打ち込む後継社長
の下、K社の今後の飛躍が期待される。

社内風土が悪く、業績が低迷していた部品製造業M社
後継社長の影響力発揮により、債務超過を解消し、先代も安心

　創業31年の部品製造業M社。リーマンショック後、年商は最盛期の3分の2まで激減して
いた。社員の士気は低下、現場のミスも増え、赤字続きで債務超過という悪循環に陥っていた。
そこで、本音を引き出し、すべてを受け入れた上で、常識論の弊害を指導したところ、「事業
承継=相続」という常識論が、本来やるべきことから自分を遠ざけていたことに、先代社長の
長男である後継社長は気づいた。「事業承継=超友好的な乗っ取り」というコペルニクス的転
回を促し、打ち手を指導していくと、先代に対する敵対的な言動は鳴りを潜め、自然と超友好
的なスタンスになった。また、後継社長が抽象的思考力を磨き影響力を発揮するようになった
結果、社員が味方になり現場改革を成し遂げた。毎年、最高益を更新するまでになり、積年の
願いだった債務超過を解消し、ついに、自己資本比率40％超を達成。同時に、後継社長によ
る株式100％の取得も実現し、先代も安心できる体制が整った。

コンサルティングの特徴・ポイント
●他には類を見ない、後継社長視点に特化したコンサルティングを提供
●常識論を打破する独自の仕法により、後継社長を本気で打ち込む事業家へと導く
●独自の「抽象的思考力鍛錬の仕法」により、後継社長の強い影響力発揮を実現する
●独自の「超友好的な乗っ取りの仕法」により、事業承継を成功に導く
●クライアント企業が業界でメタポジションを取り、飛躍するための鋭い洞察
●後継社長の本音を引き出し、すべてを受け入れる姿勢と技術

feature pointfeature point


